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北海道医師会
■北海道医師会⼥性医師等⽀援相談
平成23年６⽉に開設以降、合計541件

（平成29年11⽉20⽇現在）

育児サポートに関することなど幅広く対応
また、カレンダー等を作成して積極的に広報

■医学⽣・若⼿医師キャリアデザインセミナー
参加者33名（医学⽣15名を含む）

医学⽣・若⼿医師が企画と運営
医師の働き⽅をテーマにグループワークを⾏う

医学⽣・若⼿医師が医師会活動に参画
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⻘森県医師会
■医学⽣・研修医のためのキャリアサポートセミナー
平成２８・２９年度 シンポジウムテーマ「私の選んだ道」

☆様々な診療科・ライフスタイルの医師にシンポジストを依頼しています。

平成２８年度 平成２９年度
出席者：４０名（医師２３名、医学⽣１４名） 出席者：３３名（医師２３名、医学⽣１０名）
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秋⽥県医師会
■新医師のための地域医療セミナー＆新医師歓迎レセプション

（H28年度）
新医師歓迎会にて県医師会の男⼥共同参画に対する取組みを紹介し、
医師会への加⼊を推進

■「２０２０.３０地区懇談会」in 横⼿地区
臨床研修病院を訪問して、事業の周知および課題の共有
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宮城県医師会
■第11回⼥性医師⽀援セミナー
イクボス⼤賞・特別賞受賞表彰式および

『広がれ！イクボス・イクメンの輪Ⅱ』をテーマに講演会を⾏い、
男⼥共同参画を推進

⼥性医師の⽀援・育成に熱⼼に
取り組んでいる施設（病院）

⼥性医師の⽀援・育成に熱⼼に
取り組んでいる個⼈（医師）
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福島県医師会
■福島県医師会「イクボス宣⾔」の作成
※秋⽥県医師会に倣い福島県のイクボス宣⾔も参考

イクボス宣⾔したい・した⼈を募集して
医師会HP上で紹介する予定。
また、勤務環境改善研修会等において配布し周知

■「⼥性医師の勤務環境に関するアンケートの作成

県内の病院に勤務する⼦育て世代の医師の勤務実態や
どのような⽀援を求めているかを把握。
医師会としての医師⽀援活動に反映させる。
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岩⼿県医師会
■岩⼿県医師会⼥性医部会と県内の⼥性医師との懇談会

参加者を４つのグループにわけＫＪ法により問題点を抽出後、
各グループから発表を⾏った

・育 児⇒ニーズにあった⽀援が必要
・キャリア⇒専⾨医取得と⼦育ての両⽴は難しい
・介 護⇒相談窓⼝・経験のある医師の意⾒を聞く場がほしい

New!
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群⾺県医師会 理事 今泉 友⼀ 先⽣ 、担当職員に来県頂き
「⼥性医師就業⽀援」について情報交換を⾏った

群⾺県医師会保育サポータバンクは⼦育て医師保育⽀援相談員が
群⾺県医師会に常駐し、保育サポーターを紹介

■第２回岩⼿県医師会⼥性医部会幹事会
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特別講演「⼭⼝県における⼥性医師⽀援の活動」
⼭⼝県医師会男⼥共同参画部会 部会⻑ 兼
⼭⼝⼤学医学部附属病院 医療⼈育成センター副センター⻑
⿊川 典枝 先⽣

■平成28年度岩⼿県医師会⼥性医部会総会

⼭⼝県医師会においても保育相談員が医師会に常駐している 8



＜県からの回答＞
県としては、限られた財源の中で効果的な⽀援が継続的に⾏えるよう、
医師会の意⾒を踏まえ、より連携を密にして必要な⾒直しと事業内容の
充実に努めていきたいと考えている

■岩⼿県医師会と岩⼿県との協議会【平成29年10⽉27⽇】

「⼥性医師就業⽀援事業の継続のお願い」
専従の育児⽀援相談員を配置することを検討中
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仕事を続ける上で必要な制度
岩⼿県内の病児保育施設

病児対応型 11施設
（盛岡市3施設）

病後児対応型 13施設
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岩⼿県⽴中央病院（院内保育所、病後児保育あり）
病児保育についてのアンケート調査結果 抜粋
（回答：⼥性医師 １５名）

 ⾃分が仕事を休む・・・・６
 配偶者が仕事を休む・・・２
 同居の祖⽗⺟に預ける・・・１
 別居の祖⽗⺟に預ける・・・３
 病児保育を利⽤する・・・１
 病後児保育を利⽤する・・・２
 無理して通常保育を利⽤する・・・２
 ファミリーサポートセンター利⽤・・・２
 職場に連れて⾏く・・・・・・・１

未就学児が体調不良、病気をした時の対応について
（複数回答あり）
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 ⼦育てと仕事の両⽴に必要な制度である・・・・・・・１２
 病気の時くらいは親が看護すべきであるが、現実的には必要な
制度である・・８

 これから先充実すべき制度である・・・・・・・・８

病児保育制度に対する考え⽅について （複数回答あり）

勤務している病院に病児保育があれば利⽤するか

 利⽤する・・・・・・・１１
 どちらともいえない・・３
 無回答・・・・・・・・１
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 市の病児保育は定員がいっぱいになり、利⽤できないことも。
 どうしても休む都合がつかない状況はありうるので、病児保育
は必要。

 スペース、⼈⼿、ナースの問題があり、現実的には難しい。
独⾃のファミリーサポートがあればうれしい。

その他、病児保育に関しての要望・意⾒

保育サポーターバンクの早期実現
医師不⾜解消・働き⽅改⾰
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ご静聴ありがとうございました

・・・to be continued


